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概要 
孤独感には一時的な状態孤独感（State Loneliness: 

SL）と安定した特性孤独感（Trait Loneliness: TL）が
あり，TLは単一テキストに直接反映されにくい．本
研究は，認知心理学の自己-記憶システムモデルに基
づき，TLが SLを介して自伝的記憶テキストに階層
的に反映されるという仮説を検討した．研究 1では，
自伝的記憶テキストをもとに BERT による SL 予測
モデルを構築し，個人内で平均化した pSLと TLの
相関を確認した．研究 2では，自己焦点化教示と感
情価の低い手がかり語の組み合わせでこの相関が強

まることを示した．心理特性予測におけるテキスト

収集条件の設計の重要性が示唆された． 

1 はじめに 

孤独感は，社会的つながりの欠如に対する主観的

経験であり，近年，公衆衛生や社会政策の観点から

も重要な課題として注目されている．しかし，孤独

感は本人の主観的評価に基づくため，質問紙などの

本人の主観報告以外での測定は容易ではない．日常

的に生成されるテキストは，こうした主観的経験を

間接的に捉える手がかりとなり得ると考えられるが，

孤独感がどのように言語表現に反映されるかについ

ては，十分に検討されていない． 
心理学では，孤独感は一時的に変動する状態孤独

感（SL）と，個人内で比較的安定した特性としての
特性孤独感（TL）に区別される．SL は特定の状況
や出来事に依存して変動するのに対し，TL は長期
的な自己認知や対人関係の捉え方と関連した安定的

傾向を表す．そのため，テキストに直接表出しやす

いのは特定の出来事に結びついた SL であり，TL 
が単一のテキストに明示的に反映されるとは限らな

いと考えられる．この点は，言語情報から孤独感の

個人特性（TL）を推定する上での本質的な困難さを
示している 
一方，TLが高い人は「私」「自分」など自己参照

語の使用頻度が高いことが知られている (e.g., 
Guntuku et al., 2019)．この知見に着目し，著者らは認
知心理学における自己-記憶システムモデル(Conway 
& Pleydell-Pearce, 2000)を拡張した仮説を提案した．
このモデルでは，概念的自己（自己スキーマや自己

イメージの長期的表象）がワーキングセルフ（長期

的表象のうち焦点化された部分）を介して記憶の想

起・言語化に影響するとされる．著者らは，TLのよ
うな安定した心理特性が概念的自己に含まれ，自伝

的記憶（自分に関する出来事の記憶）の想起・記述

プロセスに影響すると仮定した．この仮説が正しけ

れば，自伝的記憶テキストにはその出来事に結びつ

いた SLが反映され，さらに SLを媒介として TLと
の関連を捉えられると考えられる． 
本研究では，自伝的記憶テキストを対象に，

BERT(Devlin et al., 2019) を用いて SLを予測するモ
デルを構築する．さらに，予測された SL（即ち，pSL）
と TLとの関係を分析することで，自己–記憶システ

ムモデルに基づく仮説を検討する．加えて，fine-
tuningした BERTモデルが，統制された実験環境で

収集されたテキストにも適用可能であるかを検証し，

心理学実験と自然言語処理を統合した研究アプロー

チの実証的可能性を示すことを目的とする． 

2 関連研究 

孤独感に関連する自然言語処理研究は，主に英語

圏のソーシャルメディアテキストを対象として発展

してきた (Andy et al., 2022; Guntuku et al., 2019; 
Kiritchenko et al., 2020; Liu et al., 2022)．しかし，これ
らの研究では，テキストと書き手本人の TL との直
接的対応関係が必ずしも明示的に検証されていない． 
日本語を対象とした孤独感に関する自然言語処研

究もごくわずかであり，書き手の TL の推定は困難
である（藤川ら, 2024, 2025; 岩井・熊田, 2023; Nakai 
et al., 2022 )． 
一方，心理学研究(Igarashi, 2025)では，孤独感が自
伝的記憶の想起や評価過程に影響を及ぼすことが報

― 812 ―

言語処理学会 第32回年次大会 発表論文集（2026年3月）

This work is published without peer review and
is licensed by the author(s) under CC BY 4.0
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



告されているが，心理学的知見を，自然言語処理モ

デルを用いて制御された実験文脈で検証する研究は

まだない． 

3 研究 1: クラウドソーシングによ

るモデル構築 

3.1 データ収集方法 

クラウドソーシングプラットフォームを用いて調

査（2022年 9-12 月）を実施した．参加者は 1,301 名

（女性 763 名，平均年齢 40.9 歳，SD=11.0 歳）であ

り，TL得点iの平均は 49.3（SD=11.5），内的整合性

はα=.94，ω=.95 であった．参加者には，ポジティ

ブな手がかり語（幸福，満足，成功）とネガティブ

な手がかり語（孤独，不満，失敗）の計 6 種iiについ

て，それぞれ 500 字以内でエピソードを記述するよ

う求めた（計 7,806 エピソード）．また，各エピソ

ードを想起した際に感じた孤独感（SL）を 7 段階リ

ッカート尺度で評価させた．文字数制限は，言語モ

デルの入力制約を考慮して設定した． 

3.2 モデル構築 
東北大学の日本語事前学習済み BERTiiiをベース

モデルとし，SLまたは TLを目的変数とする回帰モ

デルを構築した．損失関数はMSE，最適化は Adam，
過学習防止のため early stopping（5 エポック）を適

用した． 
手がかり語の条件をもとに，全て（posneg），ポジ
ティブのみ（pos），ネガティブのみ（neg）の 3 種

×SL/TLのモデルを構築した（表 1）． 

3.3 結果 

 3.3.1 モデル性能評価 

SL予測モデルは高い性能を示したが（表 2），TL
予測モデルは全て低性能であった（R²≈-.003～.024）． 

SL 予測で最も高い性能を示した posneg テキスト
を用いたモデルは，テストデータでも良好な性能を

示した（表 3）．全データに対する p-SLと SLの相
関は r=.82 であり，モデルがテキスト表現のみから
66.2%の SL分散を説明できることが示された． 
仮説どおり，pSL（テキスト表現から予測された 

SL）を予測するモデルは，TL を予測するモデルよ

 
i 日本語版 UCLA孤独感尺度（舛田ら, 2012）の回答 

りも高い性能を示した．この結果は BERT モデルが
個人ごとの SL のベースライン（個人差）を十分に

学習できていない可能性を示唆している． 

3.3.2 SL と pSL の関係 

次に，SL および pSL と TL の関係を検討した． 
まず，全ての pSL と TL の間には相関は認めら
れなかった（r = −.07）のに対し，SL と TL の間に
は弱い相関が確認された（r = .13 p <.001）．また，
個人内で平均化した pSL（mpSL）は，平均 SL（mSL）
と有意に相関していた（r = .33 p <.001）．これは条
件間に共通する個人差のパターンを一部学習してい

る可能性を示唆する． 
これらの結果は，fine-tuning の本質的な目的に起

因すると考えられる．モデルは真値と予測値の差を

最小化するように学習されるため，予測値の偏差が

大きくなるほど，mSL と mpSL の差が拡大するリ 
表 1データセットの記述統計 

 n SL TL 

M SD M SD 

Posneg 4,862 3.5  2.2  49.7  11.6  

1,472 3.4  2.2  48.5  11.2  

1,472 3.4  2.2  49.9 11.2 

Pos 2,431 2.1  1.4  49.3  11.6  

736 2.0  1.4  48.5  11.9  

736 2.1  1.5  49.9  11.2  

Neg 2,431 5.0 1.8 49.4 11.6 

736 5.0 1.9 48.5 11.2 

736 4.8 1.9 49.9 11.2 

表 2 SL/TL予測モデルの学習・検証結果 
 データ MSE R-squared 

Train Valid Train Valid 

SL Posneg 1.665  1.488  .649  .540  

Pos 1.818  1.574  .097  .097  

Neg 2.422  2.419  .287  .364  

TL Posneg 242.893  86.306  -.807  -.003  

Pos 166.715  187.622  -.240  .024  

Neg 189.687  199.561  -.411  -.038  

表 3 テストデータと全データに対する評価結果 
評価指標 Test All 

MSE 2.447  1.602  

R-squared .476  .662  

ii 五島・太田（2001）に基づき選定した． 
iii https://huggingface.co/tohoku-nlp/bert-base-japanese 
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スクが高まる．その結果，mSL と mpSL の差は 
mSL と負の相関を示した（r = −.27, p <.001）． 
さらに，モデルが各テキストを独立データとして

SLを予測しているにもかかわらず，その平均値であ

る mpSL と TL の間には相関が認められた（r = .21, 
p <.001）．一方で，SL を pSL で回帰した際の残差

と TL の間には相関が認められなかった（図 1）．
この結果は，テキストに表現された TL の成分をモ
デルが十分に学習していた可能性を示唆している． 

図 1 SL予測残差と TLの関係 

3.4 考察 

本結果は，自伝的記憶テキストに含まれる言語情

報が，記述時点で想起・評価された SL をよく反映
する一方で，書き手の安定的な TL を十分に反映し
ているとは限らないことを示している．一方で，個

人の平均 pSLと TLとの間には一定の関連が観察さ

れたことは，TLがテキスト中に明示的に表出されな

くとも，想起・評価過程を通じて生じる SL と関連
する可能性を示唆する．しかし，その条件について

は，研究 1のデータからは明らかにできない．この

点を踏まえ，次節では，どのような想起・記述条件

の下でこの関係がより明確になるのかを検討する． 

4 研究 2: 実験室環境での検証 
研究 2では，研究 1で明らかになった上記の未解

決点を検討するため，想起条件を実験的に操作した

自伝的記憶テキストを収集し，研究 1で構築した SL
予測モデルの適用可能性を検証する．自伝的記憶の

想起や記述は，注意の向け方や評価の枠組みによっ

て変化しうることが知られており (Conway & 
Pleydell-Pearce, 2000)，これらの条件操作が，孤独感

の言語的反映にどのような影響を与えるかを検討す

る．ここでは，自己参照（自己への焦点化の程度）

 
iv Credible Interval 

が，自伝的記憶テキストにおける孤独感の言語的表

出に影響すると仮定する． 

4.1 研究 2：実験室実験での検証 

4.1.1 参加者 

実験室内での個別実験で制限時間内に全課題を完

了した 26 名（平均年齢 32.0 歳，SD=8.4 歳，女性 13
名，TL: M=41.6, SD=13.8）を分析対象とした． 

4.1.2 要因 

2×2の被験者内要因計画を用いた． 
要因 1（自己焦点化）: 自己との関連性・重要性

を意識した記憶想起を求める FO 条件と，日常的記
憶の想起を求める NF条件． 
要因 2（手がかり語）：主観的語（Sbj; 満足，不

満，幸福，孤独）と客観的語（Obj; リラックス，怪

我，掘り出し物，忘れ物） 
参加者は，2×8の計 16件のエピソードを記述し，

各記述後に SLを 7件法で評価した． 

4.2 分析方法 

研究１で構築したモデルを使って，pSLを計算し，

TLとの関係を検討した．また，ピアソン相関・線形

回帰に加え，ベイズ統計を用いた． 

4.3 結果 

4.3.1 SL と pSL の関係 

pSL と SL スコアの間には強い正の相関が認め

られた（r = .576, p < .001）．ベイズ因子（BF₁₀ = 5.5 
× 10³⁴）は，この相関の存在を支持する極めて強い証

拠を示していた．さらに，ベイズ線形回帰分析にお

いてもこの関係は支持され，傾きの事後推定値は 
0.64（95% CI iv[0.55, 0.72]）であった．この結果は，

研究 1で構築したモデルが異なる収集環境で得られ

たデータでも高い予測精度を維持することを示す． 

4.3.2 SL/pSL と TL の関係 

SL と TL スコアの間には，小さいながらも有意

な相関が認められた（r = .17, p = .00049）．ベイズ因

子（BF₁₀ = 46.15）は，この相関を強く支持する．ま

た，ベイズ線形回帰分析においてもこの関係は確認

され，傾きの推定値は 1.19（95% CI [0.53, 1.83]）で
あった．回帰モデルのベイズ因子（BF₁₀ = 373.28）は，
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SL が TL を説明する上での予測的役割に対して非

常に強い支持を示している． 
一方で，pSL と TL の間には有意な相関は認めら

れなかった（ r = .033, n.s., p = .498， 95% CI 
[–.063, .129]）．ベイズ因子（BF₁₀ = 0.14）は，関連が
存在しないことを示唆している．さらに，ベイズ回

帰分析においても，傾きの推定値は小さく CIは 0を
跨いでいた（β = 0.27，95% CI [–0.49, 1.02], BF₁₀ = 
1.18 ）． 

4.3.4 要因 xSL/pSL と TL の関係 

SL: FO_Sbj 条件における 「不満」と NF_Sbj条件
における「幸福」において，TL との正の関連を示し

た．具体的には，「不満」では r = .446，p < .05, ベ
イズ因子 BF₁₀ = 3.67 が得られ，ベイズ回帰におい

ても傾きの推定値は β = 2.96（BF₁₀ = 3.67，95% CI 
[0.40, 5.47]）であった．「幸福」についても同様に，

r = .480，p < .05, BF₁₀ = 5.40, β = 5.86（BF₁₀ = 3.67，
95% CI [1.29, 10.43]）と推定された． 
pSL: FO_Obj 条件下で「忘れ物」に対する pSLが

TL を十分に予測していた（r = .540，p < .01, BF₁₀ = 
12.01，β = 4.88，BF₁₀ = 276.79，95% CI [1.61, 8.18]）． 

4.4 考察 

本研究は，研究１の結果を再現し，fine-tuningした
BERT モデルが自伝的記憶テキストから SL を予測
可能であることを示した．さらに，TLは，一部の手

がかりおよび文脈条件において，SL を介して自伝
的記憶テキストに反映されることが明らかになった．

特に，自己焦点化の指示は，個人的関連性の低い手

がかりと組み合わさることで，TL の言語的表出を
促進することが示唆された． 

5 総合考察 

5.1 主な発見 
本研究の主な発見は以下の 3点に要約される．第

一に，SL予測モデルは，クラウドソーシングによる

テキストと，実験的に収集されたテキストの双方に

おいて安定した性能を示し，異なる収集環境間でも

技術的に再利用可能であることが確認された． 
第二に，研究 1では，個人内の複数エピソードか

ら得られた pSLの平均値（mpSL）が TLと相関する
ことを示したが，単一エピソードの pSLではその関
係は限定的であった．これは，テキストに含まれる

SL 由来の特徴の平均化の効果によって生じたと考

えられ，結果として，SLを媒介とした階層的予測の

可能性を示唆した． 
第三に，研究 2では，特定の想起条件下において，

単一エピソードの pSLであっても TLとの関連が強
まることが示された．これらの結果は，適切な条件

を統制することによって，単一のエピソードでも階

層的な TL 予測の精度を高められる可能性を示して

いる． 

5.2 条件依存性 

研究 2では，手がかり語の感情価そのものが，孤
独感の言語的反映に影響を与えることが明らかにな

った．研究 1で用いた感情的手がかり語に対し，研

究 2で導入した感情価の低い手がかり語では，自己

焦点化教示との組み合わせにより，pSLと TLの関
連がより明確に観察された．この結果は，感情刺激

が出来事の評価や語り方を個人間で均質化し，結果

として個人差の抽出を困難にしたことを示唆してい

る． 

この結果は，心理特性予測タスクにおいて，どの

ようなプロンプト（教示）でテキストを収集するか

がモデル予測性能に大きく影響することを示してい

る．適切な収集条件を設定し，複数テキストを統合

することで，直接予測が困難な心理特性（例：抑う

つ・主観的ウェルビーイング）を階層的に推定でき

る可能性がある． 

6 結論 

本研究は，心理学的理論に基づく実験設計と fine-
tuning された言語モデルを統合することで，従来困

難とされてきた心理特性を間接的に推定するための

新たな可能性を示す． 
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